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 第 4章では 1日の活動時間における人間の動作・行動の強度を解析する．人間の動き
は関節を基準とした回転運動が中心であることに着目し，人間の回転運動を示す 3軸角速
度を用いて活動強度を 3クラスに分類している．ここでは人間の代表的な回転運動の 1つ
である歩行時の腕振り挙動を基準とし，歩行未満の強度，歩行と同等の強度，歩行以上の
強度のいずれかに判別し割合を求める．この結果，1日の活動時間の約 9割が歩行以下の強
度の挙動であり，歩行と同等およびそれ以上の強度の挙動は約 1割を占めていることが明
らかにされている．さらに各強度クラスにおける主要挙動を分析している. 
第 5章では 1日の活動時間における腕挙動の並進運動，回転運動，姿勢に関する解析を
行う．並進運動では加速度の一定時間あたりの平均の大きさを，回転運動では一定時間あ
たりの移動量を求めている．また，姿勢判別結果をもとに姿勢出現率や姿勢変化回数の解
析も行っている．さらに第 4章で求めた活動強度解析結果と併せて，各活動強度クラスに
おける並進運動，回転運動，姿勢の分析結果を述べる．その結果，歩行と同等の強度クラ
スでは，姿勢出現率および姿勢変化回数の傾向が歩行挙動と同じことが示され，これらの
解析方法の妥当性が明らかにされている． 
 第 6章では本論文で得られた知見を整理し結論としてまとめ，今後の研究課題につい
て述べる． 
 
２．審査結果の要旨 
 本論文は，日常生活における人体挙動の特徴や傾向を明らかにすることを目的として，
人間の動きを長時間継続的に計測できる着用型計測システムを開発し，日常生活における
長時間の人体挙動データの計測を行っている．本研究のオリジナリティは，身体の中で行
動によって最も特徴が出ると予想される腕を計測対象として，非装着時間を含む日常生活 1
日の腕挙動データを収集し，人間の動作・行動の強度を示す活動強度クラスを定義し，得
られたデータを各強度クラスに分類してその割合を明らかにした点，ならびに腕の並進運
動，回転運動，姿勢に着目し，1日における腕挙動の特徴や活動強度ごとの特徴を分析し，
人間の生活における挙動の強度をカテゴリー化した点である． 
以上，本論文で得られた人体挙動の計測に関する知見は，医療製品や工業製品の品質向
上に大きく貢献することができ，例えば，疾患が生じた関節の代わりに取り付ける人工関
節や，四肢の機能や外見を補うために用いる義肢などの耐久性向上に活用が可能であり，
日常生活における人間の様々な動作・行動を包括的に分析し特徴や傾向を明らかにする取
り組みは，昨今のウェアラブル，ユビキタス社会のモノづくりに資するところ大である．
よって，本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（工学）の学位に値するとの
結論に達した． 
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